
熊野建設事務所マルチビーム３次元起工測量と３次元設計で水中構造物を見える化

・ＩＣＴ活用範囲 ①３次元起工測量②３次元設計データ作成
・ＩＣＴ施工内容 起工測量 A=2,800㎡、３次元設計データによる人工リーフブロック配置計画
・現場の特徴 水深１０ｍ程度の美しい海
・活用したＩＣＴ技術 ナローマルチビーム音響測深機搭載の無人船による3次元起工測量、３次元設計データによる人工

リーフ捨て石数量算出と被覆ブロック配置検討
・得られた効果 起工測量の省力化、捨て石の正確な数量算出、３次元設計データによるブロック配置の最適化
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マルチビーム
搭載無人船

ＧＮＳＳ自航による３次元起工測量 海底地形の３次元点群化

３次元設計データ作成により捨て
石数量算出とブロック配置を検討

捨石量算出

ブロック配置検討

完成

平成３１年度井田地区海岸高潮対策（人工リーフ設置）工事（その３）

・マルチビーム搭載無人船はRTK‐GNSSによる
自動航行を行う「海のドローン」

・設計業務委託では２次元でブロック配置を検
討したが、改めて３次元で検討し最適配置に

Mie Prefecture
三重県 県土整備部


